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(57)【要約】
【課題】本発明は、液晶パネル及びこれを備える液晶表
示装置に関する。
【解決手段】本発明は、吸収軸が互いに平行になるよう
に配置される上部偏光板及び下部偏光板と、上部偏光板
と下部偏光板との間に配置された液晶セルとを備え、上
部偏光板と下部偏光板との間に配置され、直線偏光を８
５゜～９５゜回転させ、波長分散特性が逆分散性である
偏光回転層をさらに備えることによって、液晶パネルの
反りを防止し、視認特性が改善された液晶パネル及びこ
れを備える液晶表示装置を提供する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸収軸が互いに平行になるように配置される上部偏光板及び下部偏光板と、前記上部偏
光板と下部偏光板との間に配置された液晶セルとを備え、
　前記上部偏光板と下部偏光板との間に配置され、直線偏光を８５゜～９５゜回転させ、
波長分散特性が逆分散性である偏光回転層をさらに備える、液晶パネル。
【請求項２】
　前記偏光回転層の波長分散特性がＲｏ（４５０）／Ｒｏ（５５０）＝０．７５～０．９
５及びＲｏ（６５０）／Ｒｏ（５５０）＝１．０～１．１である、請求項１に記載の液晶
パネル。
【請求項３】
　前記偏光回転層は、単層又は複層の半波長板（１／２波長板）で形成されたものである
、請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項４】
　前記偏光回転層は、３層の半波長板（１／２波長板）で形成され、前記それぞれの半波
長板の光軸と前記偏光板の吸収軸との成す角度が６゜～１６゜、４０゜～５０゜、及び７
４゜～８４゜である、請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項５】
　前記偏光回転層は、３層の半波長板（１／２波長板）で形成され、前記それぞれの半波
長板の光軸と前記偏光板の吸収軸との成す角度が８゜～１４゜、４２゜～４８゜、及び７
６゜～８２゜である、請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項６】
　前記偏光回転層は、３層の半波長板（１／２波長板）で形成され、前記それぞれの半波
長板の光軸と前記偏光板の吸収軸との成す角度が１７．５゜～２７．５゜、４０゜～５０
゜、及び－２７．５゜～－１７．５゜である、請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項７】
　前記偏光回転層は、複層の半波長板（１／２波長板）で形成され、半波長板のうちいず
れか一つがＲｏ（４５０）／Ｒｏ（５５０）＝１．０～１．１及びＲｏ（６５０）／Ｒｏ
（５５０）＝０．９～１．０である、請求項３に記載の液晶パネル。
【請求項８】
　前記偏光回転層が前記上部偏光板又は下部偏光板の液晶セル側の一面に接合された、請
求項１に記載の液晶パネル。
【請求項９】
　前記偏光回転層が前記上部偏光板又は下部偏光板の偏光子の液晶セル側の一面に接合さ
れた、請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項１０】
　光学補償層をさらに備える、請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項１１】
　前記液晶セルが垂直配向液晶モード又は水平配向液晶モードである、請求項１に記載の
液晶パネル。
【請求項１２】
　前記液晶セルが垂直配向液晶モードである場合、正面位相差値Ｒｏが４０～９０ｎｍで
あり、屈折率比Ｎｚが－０．１１×Ｒｏ＋１１．７～－０．１６×Ｒｏ＋１８．３の間の
値である位相差特性を有する光学補償層をさらに備える、請求項１１に記載の液晶パネル
。
【請求項１３】
　前記液晶セルが水平配向液晶モードである場合、正面位相差値Ｒｏが７０～２７０ｎｍ
であり、屈折率比Ｎｚが０．９～１．３である位相差特性を有する光学補償層をさらに備
える、請求項１１に記載の液晶パネル。
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【請求項１４】
　前記光学補償層が前記上部偏光板又は下部偏光板の液晶セル側の一面に接合された、請
求項１２又は１３に記載の液晶パネル。
【請求項１５】
　前記光学補償層が前記上部偏光板又は下部偏光板の偏光子の液晶セル側の一面に接合さ
れた、請求項１２又は１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記偏光回転層が前記上部偏光板又は下部偏光板の偏光子の液晶セル側の一面に接合さ
れ、前記光学補償層が前記上部偏光板又は下部偏光板の偏光子の液晶セル側の他の一面に
接合された、請求項１２又は１３に記載の液晶パネル。
【請求項１７】
　請求項１乃至１３のいずれか一項に記載の液晶パネルを備える液晶表示装置。 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネル及びこれを備える液晶表示装置に関し、より詳しくは、視認特性
が改善された液晶パネル及びこれを備える液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（Liquid crystal display devices、ＬＣＤ）は、図１に示すように、液
晶セル１０の視認側に上部偏光板２０と、バックライトユニット側に下部偏光板３０とが
それぞれ接合された液晶パネルを備えて構成される。
【０００３】
　通常の偏光板は、ポリビニルアルコール系（Polyvinylalcohol、ＰＶＡ）偏光子と、前
記偏光子の少なくとも片面に積層された偏光子保護フィルムとから構成され、粘着剤層に
よって液晶セルに接合される。この際に、上部偏光板及び下部偏光板として同様に構成さ
れた偏光板が液晶セルの両面に接合され得る。
【０００４】
　通常、上部偏光板及び下部偏光板の偏光子は、クロスニコルになるように配置されてい
る。例えば、ＶＡ（Vertical Alignment）モード又はＩＰＳ（In-Plane Switching）モー
ド等のノーマリーブラックモードの液晶パネルの場合、上部偏光板の偏光子は、吸収軸方
向と下部偏光板の偏光子の吸収軸方向とが互いに直交するように配置される。
【０００５】
　しかしながら、最近、ディスプレイ装置の大型化の傾向において、偏光子製造の際のフ
ィルム原反幅の制限によって、吸収軸が垂直である大型偏光子の製造が困難である。
【０００６】
　また、液晶パネルでは、使用の際の温度及び湿度の変化によって液晶セルの両側に配置
された光学フィルムが収縮又は膨脹する問題が生じる。光学フィルムが収縮又は膨脹する
と、それに接着された液晶セルが反る問題が発生し、それによって、光漏洩等の問題が発
生する。
【０００７】
　これに関して、日本国特開２００２－２０７２１１号公報には、ポリビニルアルコール
系偏光フィルムに透明保護層を備えた視認側偏光板の厚さと、背面側偏光板の厚さとの間
に所定の関係を満たすことによって、液晶パネルの反りを防止しようとする液晶表示装置
が開示されている。
【０００８】
　また、韓国公開特許第１０－２００３－００８７８９３号公報には、液晶セルに接合す
るための粘着剤として強度が互いに異なる粘着剤を含み、同一の収縮力を有するようにし
た偏光板を備える液晶パネルが開示されている。さらに、韓国公開特許第１０－２００５
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－００８０５０４号公報には、収縮量が互いに異なる粘着剤層によってそれぞれ液晶セル
に接合された上部偏光板と下部偏光板とを備える液晶表示装置が開示されている。
【０００９】
　しかしながら、最近、液晶パネルの大型化の傾向に伴って、偏光板等の光学フィルムの
伸縮による液晶パネルの反りの問題はさらに重要性が増しており、未だ充分に解決されて
はいない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】日本国特開２００２－２０７２１１号公報
【特許文献２】韓国公開特許第１０－２００３－００８７８９３号公報
【特許文献３】韓国公開特許第１０－２００５－００８０５０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、液晶パネルの反りを防止して光漏洩が抑制された液晶表示装置を提供するこ
とを目的とする。
【００１２】
　また、本発明は、正面及び斜面明暗比が向上して視認特性に優れた液晶表示装置を提供
することをその他の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　１．吸収軸が互いに平行になるように配置される上部偏光板及び下部偏光板と、前記上
部偏光板と下部偏光板との間に配置された液晶セルとを備え、前記上部偏光板と下部偏光
板との間に配置され、直線偏光を８５゜～９５゜回転させ、波長分散特性が逆分散性であ
る偏光回転層をさらに備える、液晶パネル。
【００１４】
　２．前記項目１において、偏光回転層の波長分散特性がＲｏ（４５０）／Ｒｏ（５５０
）＝０．７５～０．９５及びＲｏ（６５０）／Ｒｏ（５５０）＝１．０～１．１である、
液晶パネル。
【００１５】
　３．前記項目１において、偏光回転層は、単層又は複層の半波長板（１／２波長板）で
形成されたものである、液晶パネル。
【００１６】
　４．前記項目１において、偏光回転層は、３層の半波長板（１／２波長板）で形成され
、それぞれの半波長板の光軸と偏光板の吸収軸との成す角度が６゜～１６゜、４０゜～５
０゜、及び７４゜～８４゜である、液晶パネル。
【００１７】
　５．前記項目１において、偏光回転層は、３層の半波長板（１／２波長板）で形成され
、それぞれの半波長板の光軸と偏光板の吸収軸との成す角度が８゜～１４゜、４２゜～４
８゜、及び７６゜～８２゜である、液晶パネル。
【００１８】
　６．前記項目１において、偏光回転層は、３層の半波長板（１／２波長板）で形成され
、それぞれの半波長板の光軸と偏光板の吸収軸との成す角度が１７．５゜～２７．５゜、
４０゜～５０゜、及び－２７．５゜～－１７．５゜である、液晶パネル。
【００１９】
　７．前記項目３において、偏光回転層は、複層の半波長板（１／２波長板）で形成され
、半波長板のうち何れか一つがＲｏ（４５０）／Ｒｏ（５５０）＝１．０～１．１及びＲ
ｏ（６５０）／Ｒｏ（５５０）＝０．９～１．０である、液晶パネル。
【００２０】
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　８．前記項目１において、偏光回転層が上部偏光板又は下部偏光板の液晶セル側の一面
に接合された、液晶パネル。
【００２１】
　９．前記項目１において、偏光回転層が上部偏光板又は下部偏光板の偏光子の液晶セル
側の一面に接合された、液晶パネル。
【００２２】
　１０．前記項目１において、光学補償層をさらに備える、液晶パネル。
【００２３】
　１１．前記項目１において、液晶セルが垂直配向液晶モード又は水平配向液晶モードで
ある、液晶パネル。
【００２４】
　１２．前記項目１１において、液晶セルが垂直配向液晶モードである場合、正面位相差
値Ｒｏが４０～９０ｎｍであり、屈折率比Ｎｚが－０．１１×Ｒｏ＋１１．７～－０．１
６×Ｒｏ＋１８．３の間の値である位相差特性を有する光学補償層をさらに備える、液晶
パネル。
【００２５】
　１３．前記項目１１において、液晶セルが水平配向液晶モードである場合、正面位相差
値Ｒｏが７０～２７０ｎｍであり、屈折率比Ｎｚが０．９～１．３である位相差特性を有
する光学補償層をさらに備える、液晶パネル。
【００２６】
　１４．前記項目１２又は１３において、光学補償層が上部偏光板又は下部偏光板の液晶
セル側の一面に接合された、液晶パネル。
【００２７】
　１５．前記項目１２又は１３において、光学補償層が上部偏光板又は下部偏光板の偏光
子の液晶セル側の一面に接合された、液晶表示装置。
【００２８】
　１６．前記項目１２又は１３において、偏光回転層が上部偏光板又は下部偏光板の偏光
子の液晶セル側の一面に接合され、光学補償層が上部偏光板又は下部偏光板の偏光子の液
晶セル側の他の一面に接合された、液晶パネル。
【００２９】
　１７．前記項目１乃至１３のいずれか一項目に記載の液晶パネルを備える液晶表示装置
。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の液晶表示装置においては、上部偏光子の吸収軸と下部偏光子の吸収軸とが平行
に配置され、上部偏光子と下部偏光子とが同一方向に収縮又は膨脹するため、液晶セルに
加えられる応力が両面側において同一方向となり、液晶パネルの反りを防止することがで
きる。
【００３１】
　また、本発明の液晶表示装置は、直線偏光を約９０゜回転させる偏光回転層を備えるた
め、液晶パネルの画像表示機能を効果的に備えることができる。
【００３２】
　また、本発明の液晶表示装置は、偏光回転層が逆分散の波長特性を有するため、正面明
暗比及び斜面明暗比を向上させることができ、それ故に視認特性に優れている。
【００３３】
　また、本発明の液晶表示装置は、特定の光学特性を有する光学補償層を備えることによ
って、斜面明暗比をさらに向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】通常の液晶パネルを概略的に示した断面図である。
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【図２】本発明の液晶パネルの一具体例を概略的に示した断面図である。
【図３】本発明の液晶パネルの他の一具体例を概略的に示した断面図である。
【図４】本発明の液晶パネルのさらに他の一具体例を概略的に示した断面図である。
【図５】屈折率ｎｘ、ｎｙ、ｎｚの方向ｘ、ｙ、ｚの関係を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　本発明は、上部偏光板と下部偏光板とをそれらの吸収軸が平行になるように配置し、そ
の間に特定の光学特性を有する偏光回転層をさらに備えることによって、液晶パネルの反
りを防止し、視認特性が改善された液晶パネル及びこれを備える液晶表示装置に関する。
【００３６】
　以下、図面を参照して本発明を詳しく説明する。ただし、本明細書に添付される以下の
図面は、本発明の好ましい実施例を例示するものであり、前述の発明の内容と共に本発明
の技術思想の理解をさらに容易にするためものであるので、本発明は、前記図面に記載さ
れた事項にのみ限定されるものと解釈されるべきではない。
【００３７】
　本発明の液晶パネルは、吸収軸が互いに平行になるように配置される上部偏光板及び下
部偏光板と、上部偏光板と下部偏光板との間に配置された液晶セルとを備え、上部偏光板
と下部偏光板との間に配置され、直線偏光を８５゜～９５゜回転させ、波長分散特性が逆
分散性である偏光回転層をさらに備える。
【００３８】
　図２には、本発明の液晶パネルの一実施形態が概略的に示されている。本発明の液晶パ
ネルは、液晶セル１０と、液晶セル１０を基準に、視認側に上部偏光板２００と、バック
ライトユニット側に下部偏光板３００とを備え、偏光回転層４００をさらに備える。
【００３９】
　［偏光板］
　本発明による上部偏光板２００と下部偏光板３００とは、各偏光子の吸収軸が互いに平
行になるように配置される。従って、上部偏光子２１０及び下部偏光子３１０が同一方向
に収縮又は膨脹するため、液晶セルに加えられる応力が両面側において同一方向となり、
液晶パネルの反りを防止することができる。また、偏光子を製造する際にも原反幅によっ
て受ける制限の影響が低減されることができる。
【００４０】
　上部偏光板２００及び下部偏光板３００は、偏光子単一層であるか、或いは、偏光子の
少なくとも一面に保護フィルムが積層された積層体であり得る。
【００４１】
　偏光板２００、３００の偏光子は、当分野において用いられるものが特に制限なく適用
され得る。例えば、偏光子としては、延伸された高分子フィルムに二色性色素が吸着配向
されたものが挙げられる。
【００４２】
　偏光子を構成する高分子フィルムは、二色性物質、例えば、ヨードによって染色可能な
フィルムであれば、その種類が特に制限されない。具体的には、ポリビニルアルコール系
フィルム、エチレン－酢酸ビニル共重合体フィルム、エチレン－ビニルアルコール共重合
体フィルム、セルロースフィルム、これらの部分的にケン化されたフィルム等のような親
水性高分子フィルム；又は脱水処理されたポリビニルアルコール系フィルム、脱塩酸処理
されたポリビニルアルコール系フィルム等のようなポリエン配向フィルム等が挙げられる
。これらの中で、面内において偏光度の均一性を向上させる効果に優れるのみならず、二
色性物質に対する染色親和性に優れていることから、ポリビニルアルコール系フィルムが
好ましい。
【００４３】
　より好ましくは、ポリ酢酸ビニル系樹脂をケン化して得られたポリビニルアルコール系
フィルムであり得る。ポリ酢酸ビニル系樹脂としては、酢酸ビニルの単独重合体であるポ
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リ酢酸ビニルの他に、酢酸ビニル及びこれと共重合可能な他の単量体との共重合体等が挙
げられる。酢酸ビニルと共重合可能な他の単量体としては、不飽和カルボン酸系、不飽和
スルホン酸系、オレフィン系、ビニルエーテル系、アンモニウム基を有するアクリルアミ
ド系単量体等が挙げられる。
【００４４】
　また、ポリビニルアルコール系樹脂は、変性されたものであり得、例えば、アルデヒド
類に変性されたポリビニルホルマール又はポリビニルアセタール等が用いられることがで
きる。ポリビニルアルコール系樹脂のケン化度は、通常８５～１００モル％であり、好ま
しくは、９８モル％以上である。また、ポリビニルアルコール系樹脂の重合度は、通常１
，０００～１０，０００であり、好ましくは、１，５００～５，０００である。
【００４５】
　このようなポリビニルアルコール系樹脂を膜で形成したものが偏光子の原反フィルムと
して用いられる。ポリビニルアルコール系樹脂の膜形成方法は、特に制限されるものでは
なく、公知の方法が用いられることができる。原反フィルムの膜厚さは、特に制限されず
、例えば、１０～１５０μｍであり得る。
【００４６】
　偏光子は、原反フィルムから従来の公知の方法によって製造される。例えば、偏光子は
、膨潤、染色、架橋、延伸等の工程によって製造され得、前記工程の順序及び回数は特に
制限されない。最終的な延伸倍率は約４．５～７．０倍、好ましくは、約５．０～６．５
倍である。
【００４７】
　本発明による偏光板２００、３００は、それぞれ偏光子の少なくとも一面に偏光子保護
フィルム２２０，３２０を備えることができる。
【００４８】
　使用可能な保護フィルムとしては、透明性、機械的強度、熱安定性、水分遮蔽性、等方
性等に優れているフィルムが用いられることができる。具体的な例としては、ポリエチレ
ンテレフタレート、ポリエチレンイソフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリブチ
レンテレフタレート等のポリエステル系樹脂；ジアセチルセルロース、トリアセチルセル
ロース等のセルロース系樹脂；ポリカーボネート系樹脂；ポリメチル（メタ）アクリレー
ト、ポリエチル（メタ）アクリレート等のアクリル系樹脂；ポリスチレン、アクリロニト
リル－スチレン共重合体等のスチレン系樹脂；ポリエチレン、ポリプロピレン、シクロ系
又はノルボルネン構造を有するポリオレフィン、エチレン－プロピレン共重合体等のポリ
オレフィン系樹脂；塩化ビニル系樹脂；ナイロン、芳香族ポリアミド等のアミド系樹脂；
イミド系樹脂；ポリエーテルスルホン系樹脂；スルホン系樹脂；ポリエーテルエーテルケ
トン系樹脂；硫化ポリフェニレン系樹脂；ビニルアルコール系樹脂；塩化ビニリデン系樹
脂；ビニルブチラール系樹脂；アリレート系樹脂；ポリオキシメチレン系樹脂；エポキシ
系樹脂等のような熱可塑性樹脂で構成されたフィルムが挙げられ、該熱可塑性樹脂のブレ
ンド物で構成されたフィルムも用いられることができる。また、（メタ）アクリル系、ウ
レタン系、アクリルウレタン系、エポキシ系、シリコーン系等の熱硬化性樹脂又は紫外線
硬化型樹脂からなるフィルムが用いられることもできる。
【００４９】
　偏光子保護フィルム中の熱可塑性樹脂の含有量は５０～１００重量％、好ましくは、５
０～９９重量％、より好ましくは、６０～９８重量％、最も好ましくは、７０～９７重量
％である。その含有量が５０重量％未満であるときは、熱可塑性樹脂が有している本来の
高い透明性が充分に発現されることができないことがある。
【００５０】
　このような透明保護フィルムは、１種以上の添加剤が適宜含有されたものであり得る。
添加剤としては、例えば、紫外線吸収剤、酸化防止剤、潤滑剤、可塑剤、離型剤、着色防
止剤、難燃剤、核剤、帯電防止剤、顔料、着色剤等が挙げられる。
【００５１】



(8) JP 2015-18217 A 2015.1.29

10

20

30

40

50

　また、必要に応じて、保護フィルムは、表面処理されたものであり得る。このような表
面処理としては、プラズマ処理、コロナ処理、プライマー処理等の乾式処理、ケン化処理
を含むアルカリ処理等の化学処理等が挙げられる。
【００５２】
　［偏光回転層］
　偏光回転層４００は、吸収軸が平行に配置された上部偏光板２００及び下部偏光板３０
０において、下部偏光板３００を通過して直線偏光された光を約９０゜回転させる機能を
果たす。従って、偏光板の吸収軸が平行に配置されていてもノーマリーブラックモード（
液晶がＯＦＦ状態であるときにブラックモード）が具現されることができる。本発明にお
いて、約９０゜とは、実質的に９０゜であるときを意味し、例えば、８５゜～９５゜であ
り得る。
【００５３】
　また、本発明による偏光回転層４００は、逆分散性の波長分散特性を有する。偏光回転
層４００が逆分散性であるときは、特に正面明暗比が顕著に改善され、優れた視認特性が
具現されることができる。
【００５４】
　好ましくは、偏光回転層４００が、Ｒｏ（４５０）／Ｒｏ（５５０）＝０．７５～０．
９５及びＲｏ（６５０）／Ｒｏ（５５０）＝１．０～１．１の逆分散性を有することがで
きる。偏光回転層４００は、前記範囲の逆分散性を有する場合、顕著に高い正面明暗比を
有することができる。
【００５５】
　好ましくは、偏光回転層４００は、前述の逆分散性を有する半波長板（１／２波長板）
であり得る。前述の逆分散性を有すれば、偏光回転層４００は、単層の半波長板であって
もよく、複層の半波長板であってもよい。正面明暗比の改善効果の点では、複層の半波長
板を用いることが好ましい。複層の半波長板を用いるときは、例えば、半波長板が２層又
は３層構造で積層して用いられることができる。複層の半波長板を備えるときは、複層の
半波長板が全体として前述した逆分散性を有すれば、個々の半波長板は逆分散性でなくて
もよい。例えば、個別的な半波長板は、逆分散性、正分散性又はフラット（flat）分散性
（Ｒｏ（４５０）／Ｒｏ（５５０）＝１．０及びＲｏ（６５０）／Ｒｏ（５５０）＝１．
０）であり得、これらを組み合わせて複層の半波長板で偏光回転層４００が形成されるこ
とができる。個別半波長板が正分散性であるときは、Ｒｏ（４５０）／Ｒｏ（５５０）＝
１．０～１．１及びＲｏ（６５０）／Ｒｏ（５５０）＝０．９～１．０の半波長板を用い
ることが正面明暗比の改善効果として好ましい。正面明暗比の改善効果を最大限にするた
めには、個別半波長板が逆分散性又はフラット分散性であることが好ましい。
【００５６】
　偏光回転層４００のさらに好ましい一例としては、３層の半波長板（１／２波長板）で
形成され、それぞれの半波長板の光軸と偏光板の吸収軸との成す角度差が６゜～１６゜、
４０゜～５０゜、及び７４゜～８４゜であり得、好ましくは、８゜～１４゜、４２゜～４
８゜、及び７６゜～８２゜であり得る。前記範囲において、正面明暗比の改善効果が優れ
ている。
【００５７】
　偏光回転層４００のさらに好ましい他の一例としては、偏光回転層は、３層の半波長板
（１／２波長板）で形成され、それぞれの半波長板の光軸と偏光板の吸収軸との成す角度
が１７．５゜～２７．５゜、４０゜～５０゜、及び－２７．５゜～－１７．５゜であり得
る。前記範囲の光軸を有する半波長板は、ロール・ツー・ロール（roll to roll）工程を
通じて連続的な生産が可能であり（傾斜延伸）、前記範囲を逸脱すれば、製造された半波
長板フィルムを切断した後に角度に合わせて位置を調整して積層しなければならないので
生産性が低下する。
【００５８】
　偏光回転層４００が前記構造及び光学特性を備えるときに、正面明暗比が最も顕著に改
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善されることができる。
【００５９】
　半波長板は、当分野において公知の素材で製造されることができ、特に限定されない。
例えば、ポリオレフィン（ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリノルボルネン等）、非晶
質ポリオレフィン、ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリアミド、ポリエーテルイミド、
ポリエーテルエーテルケトン、ポリエーテルケトン、ポリケトンスルフィド、ポリエーテ
ルスルホン、ポリスルホン、ポリフェニレンスルフィド、ポリフェニレンオキシド、ポリ
エチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポ
リアセタール、ポリカーボネート、ポリアリレート、ポリメチルメタクリレート、ポリメ
タクリレート、ポリアクリレート、ポリスチレン、セルロース系重合体（トリアセチルセ
ルロース等）、ＰＶＡ、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、ノルボルネン系樹脂、ポリエス
テル樹脂、アクリル樹脂、塩化ビニル系樹脂、塩化ビニリデン系樹脂等がそれぞれ単独に
又は２種以上混合して用いられることができ、好ましくは、ノルボルネン系樹脂が用いら
れることができる。
【００６０】
　半波長板は、これらの樹脂組成物を製膜し、１軸延伸又は２軸延伸等を行うことによっ
て得ることができる。また、半波長板として液晶性重合体又は液晶性単量体を配向させた
配向フィルムが用いられることもできる。
【００６１】
　偏光回転層４００は、下部偏光板３００を透過した光が上部偏光板２００に入射する前
に偏光回転層４００を透過することができる位置であれば、特に制限なく配置され得る。
【００６２】
　例えば、図２に示すように、偏光回転層４００は、上部偏光板２００又は下部偏光板３
００の液晶セル１０側の一面に接合され得る。図２には、偏光回転層４００が下部偏光板
３００の液晶セル１０側の一面に接合された例示が示されている。偏光板２００、３００
は、偏光子及びその両面に接合された保護フィルムからなり得るため、この場合は、偏光
回転層４００は、偏光子の液晶セル１０側の保護フィルムのいずれか一面に接合され得る
。
【００６３】
　さらに、偏光板２００、３００の液晶セル１０側の保護フィルムの代わりに偏光回転層
４００が形成され得る。すなわち、偏光回転層４００は、前記上部偏光板２００又は下部
偏光板３００の偏光子の液晶セル１０側の一面に接合され得る。図３には、偏光回転層４
００が下部偏光板３００の偏光子３１０の液晶セル１０側に直接接合された例示が示され
ている。偏光回転層４００が保護フィルムの位置に形成されることによって、保護フィル
ムを用いることなく薄膜構造が具現されることができる。
【００６４】
　［液晶セル］
　液晶セル１０には、当分野において用いられる構造が特に制限なく用いられ得る。例え
ば、液晶セルは、一対の液晶セル基板と、該液晶セル基板の間に介在されたスペーサーと
、一対の液晶セル基板の間に形成され、液晶材料が注入された液晶層と、視認側の液晶セ
ル基板の内面に設置されたカラーフィルタと、他方の液晶セル基板の内面に設置された駆
動用ＴＦＴ基板等の電極素子とを備える。
【００６５】
　液晶層に注入される液晶材料は、特に限定されず、液晶モードに応じて適当なものを選
択されることができる。液晶モードとしては、例えば、垂直配向液晶モードであるＶＡ（
Vertical Alignment）モード、ＩＰＳ（In-Plane Switching）又はＦＦＳ（Fringe Field
 Switching）モードを含む水平配向液晶モード等のノーマリーブラックモードが用いられ
る。その中でもＶＡモードの液晶セルは、極めて高い明暗比を実現することができるので
好ましい。
【００６６】
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　［光学補償層］
　本発明の液晶パネルは光学補償層をさらに備えることができる。
【００６７】
　本発明において、液晶パネルの斜面明暗比を改善するために、液晶パネルは光学補償層
をさらに備えることができる。図４には、光学補償層５００を備える本発明の液晶パネル
の一具体例が示されている。
【００６８】
　本発明の好ましい一例として、液晶セル１０がＶＡモードであるときに、光学補償層５
００では、正面位相差値Ｒｏが４０～９０ｎｍであり、屈折率比Ｎｚが－０．１１×Ｒｏ
＋１１．７と－０．１６×Ｒｏ＋１８．３との間の値であり得、前記範囲において顕著に
高い斜面明暗比が具現されることができる。
【００６９】
　本発明において、正面位相差値Ｒｏは、光がフィルムの法線方向（垂直方向）を通過し
たときの実質的な位相差値であって、下記数学式１で定義される。
【００７０】
【数１】

【００７１】
　式中、ｎｘ、ｎｙは、フィルムの面上屈折率であって、面上屈折率が最大となる振動方
向をｘとすると、該方向に振動する光による屈折率をｎｘとし、ｎｘとｎｙとは互いに垂
直を成してｎｘ≧ｎｙであり、ｄは、フィルムの厚さを示す。その一方で、フィルムの屈
折率はｎｚで示され、ｎｚはｎｘ及びｎｙによって定義される平面に垂直方向（フィルム
の厚さ方向）の屈折率を示す。ｎｘ、ｎｙ、ｎｚの方向関係については、図５に概略的に
示した。
【００７２】
　また、屈折率比Ｎｚは、通常（ｎｘ－ｎｚ）／（ｎｘ－ｎｙ）で定義される。本発明の
液晶パネルに適用される光学補償層は、屈折率比の値が前記範囲で限定されることによっ
て、高い斜面明暗比を有することができる。
【００７３】
　本発明の好ましい他の一例として、液晶セル１０がＩＰＳモードであるときに、光学補
償層５００では、正面位相差値Ｒｏが７０～２７０ｎｍであり、屈折率比Ｎｚが０．９～
１．３であり得、前記範囲において顕著に高い斜面明暗比が具現されることができる。
【００７４】
　光学補償層５００の位置は、特に制限されず、光学補償層５００は、偏光板２００、３
００のいずれか一面又は液晶セル１０のいずれか一面に接合され得る。好ましくは、光学
補償層５００は、前記上部偏光板２００又は下部偏光板３００の液晶セル１０側の一面に
接合され得る。さらに好ましくは、図４に示すように、光学補償層５００は、偏光板２０
０、３００の保護フィルムの代わりに偏光子に直接接合され、薄膜構造を具現することが
できる。
【００７５】
　本発明の好ましい具体例として、図４に示すように、偏光回転層４００が前記上部偏光
板２００又は下部偏光板３００の偏光子の液晶セル１０側の一面に接合され、前記光学補
償層５００が前記上部偏光板２００又は下部偏光板３００の偏光子の液晶セル１０側の他
の一面に接合される構造を有すれば、薄膜構造が具現されることができるのみならず、高
い正面明暗比及び斜面明暗比が具現されることができる。
【００７６】
　必要に応じて、本発明の液晶パネルは、光学機能層をさらに備えることもできる。光学
機能層としては、液晶パネルに用いられるものであれば、特に制限されず、例えば、反射
防止層、ハードコーティング層、低屈折率層、高屈折率層、防汚層、帯電防止層等が挙げ
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られ、これらは一層又は二層以上備えられることができる。
【００７７】
　［液晶表示装置］
　本発明の液晶パネルは、液晶表示装置の一構成要素として備えられることができる。液
晶表示装置の他の構成部品及び組立てには、当分野において公知されたものが採択される
ことができる。従って、本発明の液晶表示装置は、前述の本発明の液晶パネルを用いると
いう点を除いては、特に限定されず、当分野において公知された技術で製造されることが
できる。
【００７８】
　以下、本発明の理解を容易にするために、好適な実施例を示すが、これら実施例は本発
明を例示するに過ぎず、添付された特許請求の範囲を制限するわけではなく、本発明の範
疇及び技術思想の範囲内において実施例に対し変更が多様であること且つ修正が可能であ
ることは、当業者にとって明らかなものであり、このような変更及び修正が添付された特
許請求の範囲に属するのも当然のことである。
【００７９】
　［実施例１～６及び比較例１］
　下記表１に記載された光学特性を有するＶＡモード液晶パネルを構成した。比較例１及
び実施例１では、偏光回転層が単層で形成され、実施例２～６では、偏光回転層が３層構
造で形成された。また、実施例６は位相差フィルム（光学補償層）を備えていない。
【００８０】
【表１】

 
【００８１】
　［実験例：実施例１～６及び比較例１の明暗比］
　表１によって構成された液晶パネルの正面及び斜面ブラック輝度は、「TechWiz 1D」（
Sanayisystem）で透過率を計算し、ＢＬＵ輝度が４５００ｃｄ／ｍ２であり、ＬＣ（Liqu
id Crystal）パネルを備えた垂直した偏光子の構成において、正面ＣＲが５０００：１で
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度の測定値と計算値とを比較する方式で補正し、下記表２に記載した。参照として、ＣＲ
は、ホワイト輝度をブラック輝度で除して得ることができる。従って、同一のホワイト輝
度においてブラック輝度が小さいほどＣＲが改善される。正面は、前述した液晶パネルの
法線方向であり、斜面輝度は、正面と視野角（正面からどれだけ逸れても明瞭な画像が見
られるか示した角度）との差が６０゜である（Φ＝６０゜）全方向における最大輝度を示
す。
【００８２】
【表２】

 
【００８３】
　表２によれば、本発明の偏光回転層を備えた実施例が比較例と比べて正面及び斜面ブラ
ック輝度が顕著に優れていることを確認することができる。偏光回転層を３層構造で形成
したときにさらに優れたブラック輝度値を示し、３層構造を形成する半波長板が全て逆分
散性であるか、或いはフラット分散性であるときにさらに優れたブラック輝度値を示した
。
【００８４】
　また、実施例６と実施例３とを比較してみると、光学補償層をさらに備えた実施例３の
正面ブラック輝度は、実施例６の正面ブラック輝度と変わらないが、実施例３の斜面ブラ
ック輝度は、さらに改善されることを確認することができた。
【００８５】
　［実験例２：光学補償層評価］
　実施例２において適用される光学補償層の正面位相差値及び屈折率比を変化させて斜面
ブラック輝度を実験例１と同一の方法で算出し、その結果を下記表３に記載した。
【００８６】
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【表３】

 
【００８７】
　表３によれば、光学補償層が用いられる場合、本発明の正面位相差値及び屈折率比の値
を有するときに斜面ブラック輝度がさらに改善されることを確認することができる。
【００８８】
　［実施例７～１２及び比較例２］
　下記表４に記載された光学特性を有するＩＰＳモード液晶パネルを構成した。比較例２
及び実施例７では、偏光回転層が単層で形成され、実施例８～１２では、偏光回転層が３
層構造で形成された。
【００８９】
【表４】

 
【００９０】
　［実験例３：実施例７～１２及び比較例２の明暗比］
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　表４によって構成された液晶パネルの正面及び斜面ブラック輝度を前記実験例１のよう
に算出し、下記表５に記載した。
【００９１】
【表５】

 
【００９２】
　表５によれば、本発明の偏光回転層を備えた実施例が比較例と比べて正面ブラック輝度
が顕著に優れていることを確認することができる。偏光回転層を３層構造で形成したとき
がさらに優れたブラック輝度値を示し、３層構造を形成する半波長板が全て逆分散性であ
るか、或いはフラット分散性であるときに最も優れたブラック輝度値を示した。
【００９３】
　［実験例４：光学補償層評価］
　実施例１２において適用される光学補償層の正面位相差値及び屈折率比を変化させ、斜
面ブラック輝度を実験例１と同一の方法で算出し、その結果を下記表６に記載した。
【００９４】
【表６】

 
【００９５】
　表６によれば、光学補償層が用いられる場合、本発明の正面位相差値及び屈折率比の値
を有するときに斜面ブラック輝度がさらに改善されることを確認することができる。
【符号の説明】
【００９６】
　１０：液晶セル
　２０、２００：上部偏光板
　３０、３００：下部偏光板
　２１０：上部偏光子
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　３１０：下部偏光子
　２２０、３２０：偏光子保護フィルム
　４００：偏光回転層
　５００：光学補償層
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